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本年 2 ⽉より降り続いた⼤雪は各地に⼤規模な被害をもたらした。また 3 ⽉ 1 ⽇、2 ⽇
の暴⾵雪で被害が拡⼤し、先週末にも北海道を中⼼に暴⾵雪に⾒舞われるなど更なる被
害拡⼤も懸念されている。私達も被害からの早急な回復を⽀援するため、関係省庁からの
ヒアリングや被害現場の視察、及び被災者の⽅々の要望等の集約を⾏ってきた。 

農林⽔産業では現時点において農作物、農業ハウス、畜舎等広範囲かつ多⼤な被害が発
⽣している上、いまだ調査中であることから、今後更なる被害の拡⼤も想定される。災害
からの復旧をさらに効果的なものとするため、以下申し⼊れるものである。 
 

 
１、 迅速な被害状況の把握 

被害状況については現在も調査が⾏われているところだが、被害額も含め迅速に被害
状況の把握に努め必要な⽀援を実施すること。 
 

２、 激甚災害指定の検討 
被災地域の地⽅公共団体からも意⾒聴取をきめ細かく⾏い、結果、被害が甚⼤で、被災
地域や被災者に助成や財政⽀援が特に必要と判断された場合、「激甚災害に対処するた
めの特別の財政援助等に関する法律」に基づき速やかに激甚災害指定を⾏うこと。 
 

３、 農林⽔産業に対する⽀援 
今回の豪雪により、園芸や育苗等の農業⽤ハウスの損壊被害が⼤規模に発⽣した。また、
園芸作物の栽培棟にも⼤きな影響が出ている。加えて異常な低温続きにより、果樹を中
⼼に凍害も懸念されているところである。農業者の営農意欲を損なわない為にも、平成
25 年度の⼤雪の際の「被災農業者向け経営体育成⽀援事業」と同等の⽀援などを実施す
ること。 


